
□◇□◇□ 日 曜 ジ ジ 通 信 No.156(2013.06.09) from 山下 徹 □◇□◇□     

                         ==>  http://yms-tor.art.coocan.jp 「美術館あおぞら」にバックナンバーが納めてあります。山下徹　あおぞら　検索

龍 

勢 

発 

射 

台

  

明
治
の
初
め
、
生
糸
は
日

本
の
重
要
な
輸
出
品
。
秩

父
の
農
民
は
蚕
を
飼
い
生

糸
を
生
産
。
そ
の
為
に
高

利
貸
か
ら
借
金
。
し
か
し
、

一
八
八
四
年(

明
治
十
七

年)

生
糸
が
暴
落
。
借
金

を
返
せ
な
く
な
っ
た
。
借

金
返
済
の
繰
り
延
べ
を
求

め
た
が
、
高
利
貸
し
は
認

め
な
い
。
そ
こ
で
秩
父
困

民
党
は
秩
父
市
下
吉
田
の

椋
神
社
に
集
合
し
て
武
装

蜂
起
。
こ
れ
は
明
治
政
府

に
よ
り
武
力
制
圧
さ
れ
た

が
、
自
由
民
権
運
動
の
礎

の
一
つ
と
な
っ
た
。

　
さ
て
、
こ
の
椋
神
社
で

は
毎
年
十
月
に
龍
勢
の
祭

り
が
あ
る
。
龍
勢
と
は
、

松
の
丸
太
を
く
り
ぬ
い

て
黒
色
火
薬
を
詰
め
た
ロ

ケ
ッ
ト
。
絵
の
中
央
の
櫓

か
ら
、
毎
年
約
三
十
発
を

打
ち
上
げ
る
。

　
そ
の
前
を
ダ
ン
プ
カ
ー

が
沢
山
通
る
。
秩
父
は
石

灰
岩
の
山
＝
武
甲
山
が
あ

る
。
そ
の
石
灰
岩
を
運
ぶ

の
だ
ろ
う
。

秩
父
市
吉
田

り
ゅ
う
せ
い

む
く

東電の対策は思いつきばかり

福
島
原
発
で
地
下
水
流
入

　
福
島
原
発
で
は
原
子
炉

建
屋
に
毎
日
四
百
ト
ン
も

の
地
下
水
が
流
入
。
こ
れ

は
幅
八
米
深
さ
一
米
の

二
五
米
プ
ー
ル
二
杯
分

だ
。
そ
れ
で
、
汚
染
水
の

タ
ン
ク
が
い
っ
ぱ
い
に
な

る
と
大
騒
ぎ
だ
。

遮
水
壁
と
井
戸
で

　
東
京
の
軟
弱
地
盤
に
地

下
鉄
を
建
設
す
る
時
、
地

盤
を
凍
ら
せ
て
崩
れ
な
い

よ
う
に
し
て
掘
っ
た
。
東

電
は
こ
れ
に
倣
っ
て
、
原

発
の
山
側
の
地
下
に
鉄
管

を
打
ち
込
ん
で
、
零
下

二
〇
度
の
不
凍
液
を
循
環

さ
せ
て
凍
ら
せ
る
と
い

う
。
地
下
の
岩
盤
ま
で
凍

ら
せ
ば
、遮
水
壁
と
な
り
、

地
下
水
は
流
れ
な
い
。

水
を
汲
み
上
げ
て

　
更
に
東
電
は
、
遮
水
壁

の
山
側
に
井
戸
を
堀
り
、

地
下
水
を
汲
み
上
げ
る

と
、地
下
水
位
が
下
が
り
、

原
子
炉
建
屋
に
地
下
水
は

流
れ
込
ま
な
い
と
云
う
。

地
下
水
位
が
下
が
る
と

　
穴
の
開
い
た
バ
ケ
ツ
を

水
を
張
っ
た
お
風
呂
に
つ

け
る
と
、
穴
か
ら
水
が
流

れ
込
む
。
こ
れ
が
原
子
炉

建
屋
の
現
状
。
も
し
、
お

風
呂
の
水
が
な
く
な
っ
た

ら
、
バ
ケ
ツ
の
中
の
水
が

お
風
呂
に
流
れ
出
る
。
地

下
水
位
が
下
が
る
と
、
原

子
炉
建
屋
か
ら
汚
染
水
が

流
れ
出
す
。

根
本
的
対
策
は
・
・
・

　
本
来
、
原
子
炉
建
屋
の

ひ
び
割
れ
や
穴
を
見
つ
け

て
、塞
ぐ
の
が
対
策
の
筈
。

東
電
は
何
で
も
、
根
本
対

策
は
さ
て
お
い
て
、
い
き

あ
た
り
ば
っ
た
り
の
思
い

つ
き
ば
か
り
？

　
皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

な
ら


